
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエローラベルって、なあに？ 

図書館のたたみスペース横のコー

ナーに行ったことはありますか？

そこには、中学生以上、大人未満

の方々にオススメしたい本が並べ

てあります。本の背表紙のラベル

は“黄色”。ややサブカルチャー的、

でも実は人生で役に立つ本もちら

ほらあったりして・・・。 

ぜひ手にとってみてね★ 

 

 「古今和歌集」にも詠まれているように、昔から淡いピンク色の桜の花

を見ると春を感じて、気持ちもウキウキしてきますよね。日本の春を代表

する花と言えば『桜』。その中でも特によく耳にする品種は『ソメイヨシノ』

ではないでしょうか。桜開花の標本木としても有名で、全国の８割を占め

ているそうです。 

ソメイヨシノは、江戸時代にある植木屋さんの接ぎ木によって開発され

た品種で、生育が早く鑑賞に適していたことから、全国で植えられたのだ

そうです。接ぎ木のため種では、増やせないとのこと。 

でも、そのソメイヨシノに最近変化が起きているそうです。2023年 3

月 3日の産経新聞によると病気の拡大や老木化してきていることから、別

の品種に植え替えが進んでいるとの記事がありました。桜にも世代交代が

あるんですね。 

桜の花には、淡いピンク色だけでなく、濃いピンク色、白色、緑色、 

形も一重咲きや八重咲きなど様々な品種があり 

どの桜もとても魅力的。 

お花見に行く際は、桜の品種にも注目して 

みると面白いかも知れませんね。 

 

 

さくら前線 
『世の中にたえて桜のなかりせば 春の心はのどけからまし』 

 

『戦国大名と家臣団の絵事典』 

   小和田 哲男：監修 成美堂出版 

戦国大名の活躍は、家臣たちの働きが

あったから。この本では、そんな縁の下

で主君を支えた家臣団にスポットをあて

て紹介。 

人物の紹介だけでなく、大名家の歴史、

人物相関図もあるのでとても分かりやす

く学べます。 

龍造寺隆信や鍋島直茂など佐賀ゆかり

の人物も掲載
け い さ い

されています。 

 

編集・発行：鹿島市民図書館 TEL0954-63-4343 

 

 

進級、進学おめでとうございます！ 

環境が変わったり、何かに新たに挑

戦たり、ドキドキ＆ワクワクな新生活

のスタートですね！ 

図書館には、そんなみなさんのドキ

ドキ＆ワクワクをサポートする本がた

くさんあります。 

どうぞ気軽に利用 

してくださいね！ 

■■■ 編集後記 ■■■ 

『放課後の読書クラブ』 

    小手鞠 るい：著   偕成社 

自分の進路や人との出会いのきっかけ

には、いつも「運命の１冊」があったとい

う著者による読書案内。 

好きな時、好きな格好で、好きなページ

から、放課後のひとときのような気軽な気

持ちで読んでみてください。 

あなたの運命の１冊に出会えるかも。 

図書館 HP  http://www.library.city.kashima.saga.jp/ 

＜参考＞『おもしろくてためになる桜の雑学事典』 井筒 清次：著 日本実業出版社 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも・・・ 
『結界師の一輪華①②』    クレハ：著      KADOKAWA 

『異世界のんびり農家⑭』   内藤 騎之介：著   KADOKAWA 

『裏世界ピクニック⑧』    宮澤 伊織：著       早川書房 

『春夏秋冬代行者③暁の射手』 暁 佳奈：著     KADOKAWA 

『お隣の天使様にいつの間にか駄目人間にされていた件⑧』 

               佐伯さん：著   SBクリエイティブ 

『時々ボソッとロシア語でデレる隣のアーリャさん①～⑤』 

 燦々SUN：著     KADOKAWA 

新着本は、毎週金曜日に届いています。 

こちらに紹介している本以外もあるので、 

のぞいてみてくださいネ！ 

ティーンズコーナー 

『英語の発音をもう一度 

ひとつひとつわかりやすく。』 

      山田 暢彦：監修     Gakken 

「かっこいい英語の発音をしてみたい」という初

心者にもぴったり。「学校でこう習ったから」と、

日本人がとらわれている発音の思いこみを打ち砕

く、ネイティブに通じる発音のコツを楽しく学べま

す。日本語と英語の違いをふまえ、「意外とこれが

原因で通じていない！」といった落とし穴も解説。 

R４年度 貸出ベスト 

1.『百花宮のお掃除係』 シリーズ 

黒辺 あゆみ：著   KADOKAWA 

2.『薬屋のひとりごと』 シリーズ 

日向 夏：著   主婦の友インフォス 

3.『茉莉花官吏伝』 シリーズ 

石田 リンネ：著   KADOKAWA   

4.『薬の魔物の解雇理由』 シリーズ 

桜瀬 彩香：著     TOブックス 

5.『香君』上巻・下巻  

上橋 菜穂子：著      文藝春秋 

6.『サイレント・ウィッチ』 シリーズ 

依空 まつり：著   KADOKAWA 

7.『本好きの下剋上』 シリーズ 

香月 美夜：著     TOブックス 

8.『転生したらスライムだった件』 シリーズ 

伏瀬：著     マイクロマガジン社 

9.『無職転生』 シリーズ 

理不尽な孫の手：著  KADOKAWA 

10.『わたしの幸せな結婚』シリーズ 

顎木 あくみ：著   KADOKAWA  

『さよなら、灰色の世界』 

      丸井 とまと：著   スターツ出版 

いつも友達に意見を合わせてしまう楓。ある日、

色が見えなくなる病気を発症し、人のオーラだけが

色づいて見えるように。赤や青、それぞれ色がある

のに、楓だけは個性のない灰色だった。それを自分

とは真逆で、意志が強く、意見をはっきりと言う同

級生の良に知られてしまって…。“自分の色”を次

第に取り戻していく少女の物語。 


